
清須市地域公共交通会議 平成１８年６月２６日設置

計画推進事業の概要

平成２７年度 地域公共交通確保維持に関する自己評価概要 調査事業（計画推進事業） 中部様式
３

地域公共交通網形成計画に基づき、持続可能な公共交通ネットワーク
を構築していく上では、公共交通の更なる利用促進を図ることが重要で
あるため、今後、地域公共交通網形成計画に位置付けた事業を着実に実
施していくことを目的とする。

計画推進事業の目的

（案）

実施項目 実施内容
目標達成に向けて

工夫した点

コミュニティバ
ス一日無料デー
周知チラシの作
成
（平成27年10月
12日実施）

あしがるバスの一日間
の運賃無料を実施するに
あたり、無料デーを周知
するチラシを作成した。
発行部数：30,000部
配布方法：広報紙に折込
み全戸配布、公共施設等
での配架

バスの日イベント及び
市制10周年記念式典開催
日に合わせて実施すると
ともに、本市イメージ
キャラクターが乗車して
啓発品を配布するなどバ
スのＰＲ活動を実施。

時刻表の発行
（平成28年3月
作成予定）

あしがるバスのルー
ト・ダイヤ改正時に、よ
り利便性、視認性の高い
時刻表を作成する。

44,000部印刷予定
広報紙に折込み全戸配布、
公共施設等での配架予定

モデルコースの
チラシの作成
（平成28年3月
作成予定）

各地区からあしがるバ
スを利用して市内主要施
設へ行くモデルコース
（市内向け、市外向け）
を設定し、周知するため
のチラシを作成する。

30,000部印刷予定
広報紙に折込み全戸配布、
公共施設等での配架予定

【コミュニティバス一日無料デー周知チラシ】

【資料７】
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計画推進事業に対する評価

■ １便当たり利用者数の実績比較

地域公共交通ネットワークへの効果

■ あしがるバスの認知度向上及び継続利用へのきっかけづくりにつながった。
■ 平成２８年３月作成予定の時刻表及びモデルコースのチラシの配布により、あしがるバスの更なる利用促進が期待される。

項 目（人） H26.10 H27.10 無料デー 増減率（％）

1便当たり利用者数 4.5 5.0 15.7
348.9（対H26.10）
314.0（対H27.10）

○ １便当たり利用者数が、通常時と比べて約３倍となった。これは、周知チラシ等の効果
により、通常利用者に加えて新規利用者が増加したためと考えられる。

■ アンケート結果
質問項目：あしがるバスの利用頻度

○ 「初めて利用した」の割合が、
平成26年9月実施の13％から24％
に増加した。

○ 清須市地域公共交通網形成計画
に位置付けた利用促進策「一日無
料デー」を実施したことにより、
あしがるバスの認知度向上につな
がるとともに、新規利用者を確保
することによって、継続利用への
きっかけづくりとなった。

【一日無料デー実施時】

【平成２６年９月実施時】
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今後の事業等予定、次年度以降の計画への反映等

アピールポイント（特に工夫した点）

■ 「一日無料デー」を、バスの日イベント及び市制１０周年記念式典開催日と合わせて実施することにより、より高い集客効果を
上げることができた。

■ 「一日無料デー」の周知チラシに、無料デー当日に本市イメージキャラクター「きよ丸・うるるん」が乗車することを周知すること
により、幅広い年齢層の利用につながった。

取組項目（取組内容） 実施主体 平成27年度 平成28年度

○ 利用促進イベント開催
まつり等の開催時に、利用促進イベントを実施

市
市民

運行事業者

清洲城信長まつり
春日五条川さくらまつり

実施

○ 啓発品の配布
イベント等において、コミュニティバスの啓発品を

配布することで利用者増加を促進

市
市民

運行事業者

上記まつり等において、啓
発品の作成・配布

実施

○ コミュニティバス乗り方教室
小学生等を対象としてコミュニティバスの乗り方

教室を実施

市
市民

運行事業者
実施に向けて調査・検討 実施

１ あしがるバスの認知度向上

取組項目（取組内容） 実施主体 平成27年度 平成28年度

○ バス停の利用環境の向上
より利用しやすいバス停となるための整備等を推進

市
市民

運行事業者
企業

実施に向けて調査・検討 実施

○ 一日乗車券の導入
一日間に限り乗り放題となる一日乗車券の導入

市
運行事業者

実施に向けて調査・検討 実施

２ あしがるバスの利用度向上

■ 今後は、次のとおり地域住民や商業施設と協働した、利用者増加及び更なる認知度向上に結び付くような利用促進策を実施する。
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